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�文法（英文法）�という言葉または，用語を耳にすると一般的に

は，中学校や高等学校の英語の授業の時間に学んだ，英語の単語

をどのように並べれば，正しい英語の文が作り出すことができる

のかということを取り扱う，いわゆる�学校文法�や�伝統文法�

というものが，多くの読者の方々は連想されるに違いないと思わ

れます。

しかし，英語を含む人間の言語は，単語を正しく並べるための

決まりである，文法また英文法（以下，統語論（Syntax）と呼ぶ）だ

けではなく，それぞれの言語の音の並び方や，その機能にも一定

の決まり（規則）が存在し，この分野を音韻論（Phonology）と呼

びます。また，統語論で作りだされた文の解釈をどのようにして

行うのかにも一定の決まり（規則）が存在しており，この分野は意

味論（Semantics）と呼ばれるものであります。

さらに，上記で述べた，三つの分野はそれぞれに関係を持って

おり，チョムスキー（Chomsky）という言語学者が提案した生成

文法（Generative Grammar）の考え方の一つである統率束縛理論

（Government and Binding Theory: GB理論）では，以下のよう

な関係を示したモデルが提案されました。

（1） Syntax

（統語論：統語部門） 

LF部門（Logical Form）
（意味論） 

PF部門（Phonetic Form）
（音韻論） （Chomsky（1981）））

2

(1) で提案されたモデルは，核となる統語論での出力が，その解

釈部門である，PF部門で音声的な解釈を受け，LF部門では統語

論での出力の意味解釈が行われていることを示しているものであ

り，それぞれの部門の関連性の方向は上から下へ進むトップダウ

ン（Top-Down）形式となっています。このようにして三つの部

門が一定の形式で関連しており，これが�文法のインターフェイ

ス（Interface）�と呼ばれているものです。

また，ジャケンドフ（Jackendoff (1995)）では，下に示したよう

な文法の構図が提案されています（一部簡略化しています）。

(2) Phonological Syntactic Conceptual

Structures
⇔

Structures
⇔

Structures

（音韻論的構造） （統語論的構造）（概念的構造）

↑ ↑

(Jackendoff (1995))

(2) で示された，ジャケンドフによる文法の構造（Organization

of the Grammar）では，(1) の構造とは異なり，三つの部門のす

べてが相互に関連性を持っているインターフェイス構造が提案さ

れています。

さらに，1970年代の生成文法（Generative Grammar）の枠組

みが文法理論の主流になろうとした時には，従来，音韻論の一部

であると考えられていた語の形成や内部構造を扱う分野であった

形態論（Morphology）も，一つの自律した部門であると考えられ

るようなになりました。そして，生成形態論（Generative

Morphology）という研究分野が提案されることになり，現在に

至っています。
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なさんに本書を通じて，知っていただければ幸いです。
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ま え が き

本書は，英語を中心として，日本語やその他の言語におけるそ

れらの活動や機能がどのようにして行われているのかを概説した

ものであります。言語の基本的構造やその学習で一般的に重要視

されているものとして�文法�という用語がすぐに挙げられるこ

とになります。

そして，言語の活動や学習の中心はかならず�文法�，すなわ

ち，それぞれの言語での単語をどんな規則にしたがって，どのよ

うにして並べるのか，という問題にのみに注目が置かれることに

なり，それが言語（外国語など）の学習の唯一の手段であるように

多くの人々が理解しています。

しかし，実際の言語の活動（外国語を含む）では，個々の単語発

音やイントネーションや，文章の理解の仕方と言った，いわゆる

統語論（�文法�）以外の言語活動も同時に行われてこそ，初めて，

お互いの言語によるコミュニケーションが可能になることは明ら

かです。発音が悪かったり，文の意味を正しく理解できなけれ

ば，コミュニケーションは成立しません。

それゆえ，統語論以外の言語の構成分野である，音声・音韻部

門，意味論や単語の構造に関わる形態論（語形成），談話の流れの

分析に関わる語用論の部分を含めて，これらの分野が相互に関連

しています。

そこで，いわゆる�インターフェイス（相互関連性）�が機能する

ことによって，私たちの言語活動が適切に行われていることをみ
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また，生成文法の三つの部門である，統語論，音韻論，意味論

のほかに，一つの文よりも大きな範囲（二つ以上の文にまたがる）の

運用を取り扱う語用論（Pragmatics）という部門の対象としなけ

ればならないとする機能文法（Functional Grammar）という枠組

みも提案されています。

いずれにしろ，人間の言語の内部構造である中核をなす，統語

論，音韻論，意味論やそれに関わる部門である，形態論や語用論

といったそれぞれの部門は，お互いに少なからず関連性を持って

いることは明らかなことであると言えましょう。たとえば，これ

らの関係を(1) で示された構造に修正・付加すると以下で提示さ

れるようなモデルになります。

（3） 語彙部門（Lexicon）
↓

語形成規則（Word Formation Rules）
↓

 Syntax

（統語論：統語部門） 

  PF部門（Phonetic Form）
（音韻論）

↓
 Pragmatics（語用論）

LF部門（Logical Form）
（意味論） 

このようにして，言語の文法とは，言語内の各部門が独立がしな

がらも，お互いに関連性を持っている構造だと考えられます。

本書では，先に見た人間の言語内での，統語論，音韻論，意味
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論や，形態論，語用論などの各部門がどのようにして関連性（イン

ターフェイス：Interface）を持ちながら，人間の言語活動が機能して

いるのかを明確にします。
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序章で述べたように，1970年代に成熟した文法理論となりつ

つあった，人間の言語は�文法規則の束から成り立っている�と

主張したノーム・チョムスキー（NoamChomsky）によって提唱

された�生成文法（GenerativeGrammar）�によって，自律した言

語部門として，形態論（Morphology）が認められるようになりま

した。と言うのは，生成文法の枠組み以前の言語学の考えでは，

形態論は言語部門において自律し，独立した部門であるとは考え

られておらずに，音韻論の一部分として考えられていたのが実状

でした。そして，生成文法の枠組みによって，自律した形態論は

生成形態論（GenerativeMorphology）となり，発展してゆくこ

とになりました。ただ，生成文法の枠組みでも，すでに形態論と

音韻論との関連性は，認められていました。

それゆえ，それぞれ単語の派生とそれらの単語の発音の変化は

明らかに関連しており，その代表的でかつ基本的な考え方は，生

成音韻論（GenerativePhonology）の枠組みにおける形態論（語形

成）との関わりが以下のように挙げることができます。

1.1.生成音韻論

生成音韻論における基本的な文献として，ChomskyandHalle

(1968)TheSoundPatternofEnglish（SPE）を挙げることができ

ます。そして，このSPEの枠組みにしたがって，主に二つの点に

注目して，生成音韻論の概説を進めることにします。まず第一に

は，構造主義音韻論の基本であった分節音の最小単位であった音
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